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令和３年度 第２回 立川市スポーツ推進審議会 会議録 

 

（基本情報） 

会議名称 令和３年度 第２回 立川市スポーツ推進審議会 

開催日時 令和３年 11月 16日（火曜日）  午後７時 00分～午後８時 20分 

開催場所 立川市泉市民体育館 研修室 

次第 １ 開会 

２ 報告・協議 

（１） 第２次スポーツ推進計画の進捗状況と評価について 

（２） 「体育施設のあり方」に関する検討について 

３ その他 

資料 資料１ 第２次スポーツ推進計画実施状況 

資料２ 「体育施設のあり方」検討資料 

資料３ 体育施設のあり方検討ワークショップ 意見のまとめ 

資料４ 体育施設のあり方検討ワークショップ 意見一覧 

資料５ 立川市スポーツ推進計画（平成 27年度～31年度）の総括について 

資料６ 立川市スポーツ推進計画（平成 27年度～31年度）の総括 

参考資料 屋外体育施設の稼働率（平成 31年度）  

出席者 ［委員］ 

秋山エリカ、坂下 香澄、佐藤達哉、松原 幸子、永島 康雄、原 宏樹、森川 

良行、西村 修二、筒井 夢人、亀島 尚靖 

［事務局］ 

矢ノ口 美穂（産業文化スポーツ部長）、中村 達也（スポーツ振興課長）、 

加藤 英樹（管理係長）、木村 誠（スポーツ振興係長）、 

今尾 裕紀子（スポーツ振興係） 

公開及び非公開 公開 

傍聴者数 0人 

担当 産業文化スポーツ部スポーツ振興課スポーツ振興係 

電話 042-529-8515 
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会議の内容(要旨) 

 

１ 開会 

 

２ 報告・協議 

 （１）２次スポーツ推進計画の進捗状況と評価について 

（スポーツ振興課長より資料１，５，６について説明） 

・資料５，６は、前年度審議会で提出した資料で、前計画の総括をしたものである 

・資料６ 前計画の各施策の課題を説明 

・資料１ 令和２年度の実施状況を説明。全体として、新型コロナウイルス感染症の影響で中止や

縮小が多くなっている。 

・令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響が大きく出ている。今後令和４年度へ向けて、目

標値に近づけるため、どのような取組が有効であるか、ポストコロナに向けて、この状況をプラ

スに切り替えるような視点があるのか、などのご意見をいただきたい。皆様の携わっている活動

での令和２年度の状況なども、各委員からお聞かせいただきたい。 

 

（会長） 意見はあるか。 

（会長） 新型コロナの影響で、今年度は経年比較できる状態ではないが、このコロナ禍でスポー

ツへの意識は高まっているとも感じる。平成 27年度から平成 31年度の課題は抽出されているが、

それに対してどのような改善計画があるのかが見えにくい。どう改善していくのかをこの会議で

協議したい。令和４年、５年に向けて、どのように改善され、更なる課題が見えてくるとよい。

それぞれをどのようにクリアするかは、すぐには出すことは難しいと思う。課題が抽出されてい

るにも関わらず、それに対して手がつけられているのかどうかがかわからない。優先順位も考え

なくてはならないと思う。 

（スポーツ振興課長） 令和４年度に向けて、どういう視点で取り組むのか、どういうものに取り

組むのか、次回までにお示ししたい。 

 

 （２）「体育施設のあり方」に関する検討について 

（スポーツ振興課長より資料２，３，４について説明） 

・「体育施設のあり方」策定スケジュールの見直しについて説明 

・ワークショップの実施状況について、資料３をもとに説明 

 

（会長） 意見はあるか。 

（会長） 若者も高齢者も障害者も子どもにも、それぞれのニーズに応えられる施設というのは大

変な施設になると思う。私事になるが、当大学で新体操だけの体育館を作ったところ、日本中か

ら使いたいとのオファーがきた。トレセンよりも使いやすいとのことで、稼働が上がっている。

偏らせてもよいのではないか。子どもたちが思いっきりボールを投げられる場所がないのなら、

思いっきりボールを投げられる場所、その場合も高学年と混じってはやりにくい低学年と幼児を

分ける。上級者が使っている場所は入りにくいので、初心者が使いやすい場所。ここは高齢者が

使いやすい、子育て世代向けに、ここはいつも託児所がある、など偏らせた方が使いやすいので

はないか。あそこに行けば、という場所があったら使いやすいと思う。立川市はアクセスがよく、

市内施設が恵まれているだけに、意見が多く出てくるのかもしれない。多目的の施設よりも偏っ

た方がよい。 

（委員） 文化施設は、音楽の面で優れた施設は演劇にはうまく使えないなど、専門性を持たせる

と、みんなが使うことはしにくくなる。立川市内には多くの施設があるのだから、できたら、両

方あるとよい。立川市に陸上競技場があるなら、日野市にサッカー専用施設があるなど、みんな

が同じものを作るより、近隣でそれぞれ専門性がある施設をすみ分けて作られているとよいと思

う。 

（会長） 全部を網羅するために多くの体育館は作られていると思うが、立川独自の違うアプロー

チをしてもよいと思う。 

（委員） 多目的運動場はすでにある。すべて多目的にすると使いにくい。専門性のあるものを作

った方がよい。全部多目的にすると使いにくくなり、誰も使えなくなってしまう。 

（会長） 多目的もありつつ、子ども、障害者、子育て世代が使いやすい施設があった方がよい。 

（スポーツ振興課長） 「体育施設のあり方」を策定するにあたっては、この審議会からもご意見
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を伺いたい。ワークショップの参加者は、女性が少なく、障害者の方もいなかった。そのような

視点からもご意見もお聞かせいただきたい。 

（委員）障害者が専門的にスポーツをする場所として、近隣では国立市にある障害者スポーツセン

ターがある。立川市として、そのレベルまでの障害者向けのスポーツ施設を整備することは難し

いと思うが、一般の人がいつでも障害者スポーツに触れることができたり、体験できるような施

設が必要だと思う。障害者スポーツの体験できるスポーツ施設がない。 

（会長） パラスポーツを経験できる場所の提供は重要である。興味があってもどこでできるのか

わからない。 

（委員） 公共施設としての難しさであると思うが、多くの市民が利用する施設というなかで、「み

る」スポーツという点では、泉体育館も柴崎体育館も観覧席が少ない。その点では大会の利用は

しづらい。市民が使うのは使いやすいのかもしれない。その点はどう考えていくのか。 

（会長） 建て直すということは難しいと考えるべきか。今ある施設の中で考えるということにな

るのか。 

（スポーツ振興課長） 今後の人口減少や厳しい財政状況の中で、公共施設の再編で、20％削減す

ることが目標となっている。一方で、機能は維持したいという考え方でいる。そのためにどうし

ていくのかを検討したい。例えば泉体育館は拠点の総合体育館とし、市民が気軽に活動する場と

しては学校体育館を利用するという使い分けをするなど、機能は維持しながらスポーツ環境は充

実するために、どのようにしていくかを模索しているところである。 

（会長） 観覧席の問題であれば、可動の観覧席があるとよい。アリーナ立川立飛（以下「アリー

ナ」）では可動観覧席はどの程度あるのか。 

（委員）アリーナは約 500席の可動観覧席がある。  

（スポーツ振興課長） 公共のスポーツ施設の役割が何かを考える必要はあるが、アリーナとの連

携も模索したい。 

（委員）アリーナは、目的を「みる」にしぼって作られている。逆に泉体育館はうらやましい。ア

リーナにはプールもジムもない。泉体育館とアリーナはエリアが近い中で棲み分けはできている

と思う。多目的か専門的施設が良いのかを考えるうえで、一施設ではなく、面でとらえて、重層

的に捉えると良いと思う。うまくアリーナと泉体育館は補完しあえていると考えている。また、

ハードの面だけでなく、ソフトも考えていくべきだと思う。現在、立川 DICE をＢリーグに申請

中である。来年Ｂ３リーグに参戦する予定である。練習をアリーナで行うので、練習を子どもた

ちが見に来ることができる。市民の方が足を運びやすい泉体育館や柴崎体育館で選手と市民の方

の取組をすることもできる。アリーナだけではやりきれないと思う。施設は、面で捉えてお互い

の補完関係を考えることと、ソフト面でどう連携していくかを検討していくとうまく機能するの

ではないか。 

（委員） 将来を見通すと、若い人が興味を持つもの、スケートボードなどの環境を整えていった

方が良いのでは。各市に整備する必要はないが、近隣市と連携して使ったりできる施設があると

よい。若い世代が多様なスポーツを楽しめる環境づくりができるとよいと思う。 

（委員） スケートパークは立川市にもあるが、老朽化している。他の市でより優れた施設が他市

にあると利用者が減ってしまうといった課題があると聞いている。 

（委員） 八王子市に大規模な施設があるが、交通の便があまり良くないため、身近な場所に、そ

のような本格的なものがあるとよい。 

（委員） コロナなどの影響もあり、人の意識が変わってきている。ハードにお金をかけるべきか

疑問に感じる。現在リモートで仕事をしているが、それでも時間はなく、忙しい。スポーツをす

るとなると、施設を利用するような機会がない。市では健康ポイント事業を行っていたと思う。

利用した方の意見を聞いたが、この事業は良かった。気軽に参加できて、歩くことでポイントが

加算されてモチベーションが持てる仕組みで、外に出る機会が増え、健康増進に役立ったと聞い

た。企画などのソフト面にお金をかけた方がよいのではないか。施設はそれぞれの役割がある。

それは立川市だけでやるものではない。いい施設があれば、相互で利用した方がよい。また、立

川市には国営昭和記念公園もある。市民には利用しやすいロケーションである。公園を活用した

企画をしてもよい。市民はアクセスもよくいろんなところから参加しやすいと思う。 

（スポーツ振興課長） 国営昭和記念公園にはサッカーもできるグランドもある。体育協会でもポ

イント事業を企画している。 

（委員） モデル事業として実験的に行っている。来年度に向けて企画している。 

（委員） ゴミ拾いもスポーツとして位置付けているところもある。企画としては、市民が参加し

やすくてよい。 
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（委員） 公共施設は、ニーズが変わっても、短期間で急に変えることが難しい。それに対して民

間は、ニーズの変化に対してスピーディに対応できると思う。立川市民が民間のスポーツジム等

の施設を利用する補助するなどで、柔軟にニーズに対応できるのではないか。 

（委員） 学校の活用では、特定の利用団体に限られている。ニーズがあるのだと思うが、他の使

いたい人が使えない状況になっていると感じている。学校からは、団体へ利用回数などの制限を

することは難しい。貸し出しを担当する窓口があるとよい。地域向けに貸し出しを週に何回かで

もできるとよい。学校は地域の人にとっては一番行きやすい場所である。また、多目的にできて

いる。平日の夕方の時間帯で、保護者と一緒に学校施設を利用して、運動機会を増やすことがで

きるとよいと思う。また、アプリの活用についてのご意見があがっていたが、そのようなソフト

面での充実についても、施設の充実とともに重要であると思う。最近耳にしたもので移動してマ

イルを貯めるというスマホアプリがある。移動距離によってポイントが貯まるもので、移動手段

は電車、飛行機、徒歩など、なんでも対象になり、徒歩はポイントが高く設定されている。貯ま

ったポイントを特典に換えることができることができるというもので、登録者数が増えていると

聞いている。そのようなソフト面での工夫も重要である。子どもの体力低下は 20 年以上前から

指摘されているが改善されていない。その流れで、現在の 20 代も運動機会が減っている。仕事

が忙しい時期ではあり、難しい面もあると思うが、若い世代にも運動を増やせるような仕組みが

できるとよい。 

（委員） 体育館のあり方については、今の立川市の体育館は、だれでも使え、広く開かれている

と思う。特化した施設がないと、競技をするのに育たない面はあると思うが、特化した施設は民

間で整備できるとよい。泉・柴崎体育館は開けていて、やりたい人が集まってできる施設になっ

ていると思う。一方で、スポーツ推進委員の活動を通して感じたのは、障害者の方の利用に際し

ては、バリアフリーへの対応は十分でない部分もあると感じている。地域の学校が利用できるの

はありがたい。場所がないとスポーツはできない。コロナ禍で集まることができない中では、ウ

ォーキングは簡単にできる。スポーツ推進委員協議会でもウォーキング事業を継続して行ってき

たが、健康推進課が行うポイント事業と連携して進められるとよいと思う。アプリの活用の一例

として、特定メーカーの自販機で使えるスマホアプリがある。スマホをかざして購入するとスタ

ンプがもらえて、一定数貯まると１本無料になる。これと、スマホで記録されている歩数が連携

され、3000 歩、5000 歩など目標を設定をしておくと、それを達成するとまたスタンプが貯まっ

て１本無料になる仕組みである。そのような、楽しみがあるような仕組みができるとよい。 

（スポーツ振興課長） 庁内でそれぞれの部署が単独でウォーキング事業などを行っている。ご指

摘のとおり、まとめて一本化していくと市民に浸透する取り組みにつながると思う。 

（委員） 行政は縦割りになりがちであると思う。民間の会社では、プロジェクト化して部署の壁

を越えて、人を募って行うことはよく行っているが、そのようにできるとよいと思う。横のつな

がりもできるし、評価もしやすい。 

（スポーツ振興課長） 現在縦割りで行っていることを、プロジェクトとして行っていくというご

意見は、施策の課題解決に向けても有効であると思う。 

（会長） 体育館の稼働について、時間帯別の年齢層での分析はできているか。早朝なら働く世代、

午前は高齢者など、使いやすい時間帯がわかれば、これを意識するとうまく活用できるかもしれ

ない。 

（スポーツ振興課長） 屋外施設では、野球場、多目的は昼間あまり使われていない。そのような

時間帯に、未就学児に開放するとよいと思う。 

（会長） とても喜ばれると思う。 

（委員） 面的に捉えるという点では、他市との協議は現在どうなっているのか。 

（スポーツ振興課長） 立川市では現在、相互利用は行っていない。国分寺市と小平市では相互利

用をしている。現段階では具体的な案はないが、考えるべき課題である。 

 

３ その他 

（スポーツ振興課長） 次回審議会は、令和４年度に向けてお示ししたい。体育施設のあり方について

その時点の報告をする。日程は３月 29日（火）19時からを候補としたい。 

 

閉会 


